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この目録は 2007 年 12 月，青山学院大学で開催された東ユーラシア言語研究

会での配布資料に修正を加えたものである。配布意図は東ユーラシア全体

の言語地理学というテーマで研究会を進めるにあたり，中国語以外の専門

分野の研究者にも中国言語地理学の研究成果の現状を広く紹介することで

あった。その後，研究会の参加者その他多くの方々から印刷発表してほし

いとの要望があり，今回発表する経緯に至った。文献の掲載方針は以下の

通りである。

１．音韻，語彙，語法などの具体的な言語特徴について方言地図を用いて

記述した文献を中心に収録する。よって，方言区画論のみを主題とし

た論文などは収録の対象外とした。

２．科研報告書に掲載されている各地図の項目・著者は明記する。

３．正式発表されていない文献（修士論文，学会の予稿集原稿など）も収

録対象に入れる。

文献の遺漏や誤記が多々あると思われるが，研究者各位のご教示を頂ければ

幸いである。
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Humanities(1987) LANGUAGE ATLAS OF CHINA（ 中 国 語 言 地 図 集 ）

Longman（郎文），Hongkong.

３ 『漢語諸方言の総合的研究（2）：漢語方言地図（稿）』平成 1-3年度科学研

究費総合研究（Ａ）研究報告書（研究代表者 :岩田礼）1992年 .

［地図項目］

1 調類分岐のタイプ（全国）（遠藤光暁） 

2 全濁上声と去声の合流（全国）平田昌司）

3 尖音／団音の区別（全国）（赤松祐子）     4 ゼロ声母（華北）（落合守和）

5 「昨日」（華北・華南）（秋谷裕幸・岩田礼・樋口勇夫）

6 「氷雹」（華北・華南）（岩田礼） 7「膝頭」（華北・華南）（岩田礼）

8 「額」（華北・華南）（岩田礼） 9「祖父」（華北・華南）（岩田礼）

10 「外祖父」（華北・華南）（岩田礼）     

11 “ （物）”（華北・華南）（秋谷裕幸）

12 “ ”（名詞）（華北・華南）（岩田礼）　

13 “ ”（動詞）（華北・華南）（岩田礼）

14 “在”（動詞）（全国）（太田斎）      15“的”（構造助詞）（全国）（太田斎）

16 “了”（動詞語尾・完了）（全国）（太田斎）

17 “着”（動詞語尾・持続）（全国）（太田斎）

18 “得”（可能補語）（全国）（Christine LAMARRE）

４『中国の方言と地域文化（2）：漢語方言地図集』（岩田礼編） 平成 5-7年度

科学研究費総合研究（Ａ）研究報告書（研究代表者 :平田昌司）, 1995年 .

［内容項目］

Ⅰ 総論：漢語方言に於ける地域差と分布の型－方言分布の動態と静態－

　　　 　（岩田礼）

Ⅱ 音声・音韻

1. 着る（穿）－北方方言江東侵入の一経路－     （秋谷裕幸）

2. イネ（稲子）－福建省山間部における閩語的特徴と贛・客家語的特徴の

 融合－（秋谷裕幸）



3. 「今日」を表す各語源形式－その地理的分布と音声変化の諸相－

 （太田斎）

4. 咸攝一等重韻（舒聲）－中古音変遷の一例－（吉川雅之）

5. 華中華南における古匣母上声の帰属（木津祐子）

Ⅲ　語彙（１）一般項目

1. 立つ（ ） －南北対立分布の一例－（秋谷裕幸）

2. 目（ ）－全国規模の ABA分布－（秋谷裕幸）

3. 田植え（ ） 粁閩北語の“蒔 ”－（秋谷裕幸）

4. むすめ（ ） －女性親族呼称分布の一例－（吉川雅之）

5.  からす , ねずみ , すずめ , めんどり－江蘇省上海市 , 浙江省 , 安徽省

方言地図－（吉池孝一）

Ⅳ  語彙（２）語彙の体系性

1. 祖父 , 外祖父 , 祖母 , 外祖母  －親族称謂の体系（Ⅰ）－（岩田礼）

2.（父 , 伯父 , 叔父）の体系地図  －親族称謂の体系（Ⅱ）－（岩田礼）

3. 太陽と月  －分布の平行性と牽引－（岩田礼・松江崇）

Ⅴ  語彙（３）方言と文化

1. いえ（HOUSE）・へや  －南北における “逆転現象 ”－（平田昌司）

2. カマド神  －「祖父」の語幹との相関－（平田昌司）

3. カマド神を送る日（送竈）－行事の日付に見られる北方習俗の南漸－

 （平田昌司）

4. サツマイモ , ジャガイモ , トマト , 石鹸 , 自転車  －新来事物の呼び

方－（岩田礼）

Ⅵ  文法

1. 比較構文－語順の差異を基準とする各タイプの分布状況－（太田斎）

2. [K‐VP]型疑問文－疑問文の類型と地理的分布－  （Christine 

LAMARRE）

3. 不認得  ―[V 得 ] 構造の心理・知覚動詞の否定形 ― （Christine 

LAMARRE）



参考資料

1. 「漢語方言語彙資料庫」システムの概要―ユーザー・マニュアルを兼

ねて―

2. ZAIJIAN.PRGと関連ファイルについて

５『中国における言語地理と人文・自然地理（1）：The Linguistic Geography of 

China 』（O.I.Zavyalova & E.B.Astrakhan）平成 9-11年度科学研究費基盤（A）

研究報告書（研究代表者 : 遠藤光暁）,1998年

６『中国における言語地理と人文・自然地理（4）：揚雄《方言》逐条地図集』

（松江崇著）平成 9-11年度科学研究費基盤（A）研究成果報告書（研究代表者 : 

遠藤光暁）1999年 .

７『中国における言語地理と人文・自然地理（5）：漢語方言地図集（第三稿）』

（岩田礼編）　 

 平成9-11年度科学研究費基盤（Ａ）研究報告書（研究代表者 :遠藤光暁）,1999年 .

［地図項目］
1 二重目的語文         （吉川雅之） 2 可能補語肯定形

　（Christine LAMARRE）
3 可能補語構造における目的語の位
　置（飯田真紀）

4 否定辞の形式     （樋口勇夫）

5「めんどり」と「おんど」の性別成
　分の位置　　　　　   （吉池孝一）

6 三人称単数「かれ」，三人称複数
   「かれら」            （石崎博志）

7「なに」  （中西祐樹・竹内誠一郎） 8「だれ」   （中西祐樹・竹内誠一郎）
9「自分」              （小方伴子） 10「みる」  （三木夏華・片山久美子）
11「あるく」         （片山久美子） 12「（ものを）さがす」  （大嶋広美）
13「さげてもつ」       （遠藤雅裕） 14「知っている」        （植屋高史）
15「きのう」「きょう」   （岩田礼） 16「元宵節」「端午の節句」「中秋節」

　 「重陽節」            （村上之伸）
17 女性尊属親：「母」「父の兄の妻」「父
　 の弟の妻」「父の姉妹」「母の姉妹」
　 （岩田礼・鈴木あけみ）

18 「あね」                （潘韶穎）

19 「いえ」「へや」     （平田昌司） 20 「台所」      （岩田礼・大塚千絵）
21 「なべ」「なべぶた」 （石崎博志） 22 「おこげ」            （植屋高史）



23 「アズキ」「クロザトウ」「ニンジン」
　 （遠藤雅裕）

24 「そらまめ」「えんどう」（村上之伸）

25 「カ」「ハエ」         （多田恵） 26 「ノミ」「シラミ」（多田恵・岩田礼）
27 「もの」               （小出敦） 28 「えんぴつ」: 語形と“鉛”の語音

　 （大嶋広美）
29 “鶏”の語音（声母）（吉池孝一） 30 “家”の字音（牙喉音二等字の声

　 母と韻母）           （大嶋広美）
31 舌尖母音                （木津祐子） 32 中古音入声韻尾（木津祐子）
33 日母魚韻：中古音変遷の一例
　 （吉川雅之）

８『中国語方言の言語地理学的研究－新システムによる「漢語方言地図集」

の作成：第二分冊（方言地図とその解釈（1）』（岩田礼編）平成 16-18年

度科学研究費基盤（B）研究報告書（研究代表者 :岩田礼）, 2006年 .

［地図項目］
1 「がまがえる」の地図        （加納巧）2 「カタツムリ」を表す語形について

（橋本貴子）
3 「ヒル（水蛭）」の地図     （中西裕樹）4 方言地図「シラミ」の分析    

   （八木堅司）
5 ダイズ，アズキ，ソラマメ，エン
　ドウの語形中の " 大”と”小”につ
　いて　　　　　　　　  （村上之伸）

6 「ジャガイモ」「サツマイモ」の地
　図　　　　　　  　　　（鈴木史己）

7 「くるぶし」とその関連語彙 
（小橋優子）

8 動詞「あるく」「はしる」を表す語
　形について                 （三木夏華）

9 漢語顔色詞的地理分布    
   （遠藤雅裕）

10 漢語諸方言におけるウマの類別詞
　 について－禽獣類別詞タイプとの
　 関係を中心に－　
　　　　　　 （中川祐三，冨永清美）

11 進行・持続表現       
  （竹越美奈子）

12 民俗項目の地域差ー安徽・江蘇・
　 浙江三省の婚礼・葬礼を例として

      （山本恭子）
同報告書第三分冊（方言地図及其解釈（中文版））, 2007年 .

［地図項目］
１ 方言“明天”，“昨天”等 的地理分布及其 史含 （岩田礼）
２方言接触及 淆形式的 生－ 方言“膝盖”一 的 史演 （岩田礼）



３ 从“ 疾”的方言地 看 方言的 史 次（岩田礼）
４ 太 与月亮（松江崇）
５“ 牛”的方言地  （ 本 子）
６〈 薯〉和〈甘薯〉的方言地 （ 木史己）
７“大豆”和“小豆”（村上之伸）
８“肚 ”的方言地 （植屋高史）
９ 第１人称代 的方言地 （ 盛 ）
10 于 方言中“ ”的量 －以与禽 量 的 系 中心－（中川祐三，冨永清美）
11 助 “的”的 形及来源（三木夏 ）
12 方言 音 形容 重 后 的 音分类及地理分布（大西博子）

９『歴史文献データと野外データの総合を目指した漢語方言史研究（3）：漢

語方言地図集（稿）第 4集』平成 13-15 年度科学研究費基盤研究（B）研

究成果報告書（研究代表者 : 太田斎）第三分冊 , 2004年 .

［地図項目］
１「コウモリ」（太田斎） ２「ヤモリ」（太田斎）
３「トカゲ」（太田斎） ４「ガマガエル」（加納巧）
５「オタマジャクシ」（加納巧） ６「ハト」（岩田礼）
７「カササギ」（木津祐子） ８「カラス」（王周明）
９「フンコロガシ」（村上之伸） 10「ホタル」（王周明）
11「アリ」（太田斎） 12「クモ」（山村優，岩田礼）
13「クモ」（太田斎） 14「コオロギ」（橋本貴子）
15「キリギリス」（橋本貴子） 16「ムカデ」（山崎紀之）
17「トンボ」（岩田礼，安室弘永） 18「コウリャン」（中山里美）
19「トウモロコシ」（岩田礼，吉田絵美）20「ジャガイモ」（鈴木史己）
21 飲食動詞（中川祐三，山下怜子） 22 禽獣の類別詞“隻”“頭”（中川祐三）
23「兄弟」（小池奈央美）

［論考］
1 “ハト”を表す諸語形と“カッコウ”
　（林智，岩田礼）

2 「コウリャン」関連語幹をめぐる諸
　説                  （岩田礼，中山里美）

3 禽獣の類別詞“隻”“頭”について
（中川祐三）

4中国における飲食動詞について
（中川祐三，山下怜子）



5 浙江泰順方言的音韻特点
（秋谷裕幸）

［資料 ] 方言地図集有関詞彙節録
（太田斎）

10『漢語方言地図集』（2003年度京都大学文学部「中国語学概説」報告・木

津祐子監修）

［地図項目］

   1.「太陽」           立本彩香              2.「風が吹く」　  大木理絵

   3.「虹」              川口晶子              4.「雪が融ける」  太田麻衣子

   5.「凍る」           田中愛子              6.「ひまわり」     板倉明里

   7.「じゃがいも」  鈴木史己              8.「ヘビ」           野澤一基

   9.「ムカデ」        山崎紀之 　         10.「しらみ」       梶谷佳弘

  11.「便所」           渡辺如心            12.「じゃんけん」  泉水佳祟

  13.「歩く」           平野未奈            14.「走る」           田端綾

  15.「父親」           池田恭哉                 16.「兄弟」           小池奈央美

  17.「カササギ」   木津祐子                 18.「ミミズ」        杉原清貴

11『漢語方言地図集』（2004年度京都大学文学部「中国語学概説」報告・木

津祐子監修）

［地図項目］

   1.「流れ星」    西崎真大                  2.「泥」              菊池建

   3.「ツバサ」    衣川久美子               4.「衣服」           木村勇太

   5.「あじ」　　 市田恵美                  6.「ソバ」           上野真理子

【方言誌】

注）言語特徴についての方言地図を収める資料のみ収録した。

（1997） ・ .



（2002） .

， （1996） .

（1985） 3, 

（ ） .

， （1993） .

（1963）

（ ） .

， （1960

.

（1962） .

（1995） ・

（1999） .

1996

湖 （1960） （ ） .

（1998） 89 .

（1960）

. 

（1999） .

大西博子（1999）『蕭山方言研究』好文出版 .

.

（2003） .

（1992） .

（1993） .

（1960） .

（1997） 大学出版社 .

（1996） .

（2002） .



（1994）《 》 .

（1969） .

（1974） .

（1984） .

（1988） .

（1989）  58 . 

（1987-1990） 1-3, .

（1994）

， （1998） .

（2002） .

， ， （1993） .

（1948）

.

謝辞）本稿作成に当たり，岩田礼，遠藤光暁，太田斎，中川祐三，遠藤雅裕，

竹越美奈子，村上之伸，松江崇，張盛開各氏のご協力を頂いた。謝意を表

する。


